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日本郵便株式会社（東京都千代田区、代表取締役社長 千田 哲也）は、2025（令和 7）年度特殊切手

発行計画を決定しましたので、お知らせします。 

なお、題材の概要は別紙のとおりであり、それぞれの切手の発行枚数、デザインなどの詳細については、 

発行日のおおむね 2カ月前にお知らせします 

 おって、2025年度の発行件数は 30件を予定しています。 

 
1 2025（令和 7）年度に発行を計画している題材  

（1）記念事項に関する題材 

・2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博） 

 ・国土緑化（埼玉県） 

 ・気象業務 150周年 

 ・伝建制度創設 50周年（伝統的建造物群保存地区制度創設 50周年） 

 ・第 79回国民スポーツ大会（滋賀県） 

 ・日韓国交正常化 60周年 

 ・国連大学創立 50周年 

 ・第 25回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025 

（2）シリーズとして発行する題材 

 ・花の彩りシリーズ 

 ・海のいきものシリーズ 

  ・世界遺産シリーズ 

・未来に残したい文化シリーズ 

・切手趣味への招待シリーズ 

 ・絵本の世界シリーズ 

 ・My旅切手シリーズ 

（3）郵趣と手紙文通の振興のために発行する題材 

 ・切手趣味週間 

 ・ハッピーグリーティング 

 ・夏のグリーティング 

 ・グリーティング（ライフ・花） 

 ・ふみの日 

 ・グリーティング（キャラクター） 

 ・秋のグリーティング 

 ・国際文通週間 

 ・冬のグリーティング 

 ・グリーティング（シンプル） 

 ・春のグリーティング 

 ・新しいグリーティング切手（仮称） 

 

2025（令和 7）年度特殊切手発行計画 

https://www.post.japanpost.jp/notification/pressrelease/2024/00_honsha/1225_02_02.pdf


 

2 その他  

（1）発行日、題材名称などは変更になる場合があります。 

（2）上記のほか、2025年 10月下旬頃に 2026年用年賀切手の発行を予定しています。 

発行日については、年賀はがきの発行と併せてお知らせします。 

（3）「花の彩りシリーズ」、「切手趣味への招待シリーズ」、「グリーティング（キャラクター）」については、 

各 2件の発行を予定しています。 

（4）「新しいグリーティング切手（仮称）」の名称などの詳細は、発行日のおおむね2カ月前にお知らせします。 

（5）題材によって、切手帳などを発行する予定です。 

（6）本発行計画以外で特殊切手を発行する場合については、随時お知らせします。 

 

  



2025（令和 7）年度特殊切手発行計画 

年 発行日 題材名称 

2025 

4/2 (水) 花の彩りシリーズ第 4集 

4/11 (金) 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博） 

4/18 (金) 切手趣味週間 

5/7 (水) ハッピーグリーティング 

5/21 (水) 国土緑化（埼玉県） 

5/28 (水) 気象業務 150周年 

6/11 (水) 夏のグリーティング 

6/25 (水) グリーティング（ライフ・花） 

7/2 (水) 
伝建制度創設 50周年 
（伝統的建造物群保存地区制度創設 50周年） 

7/7 (月) 海のいきものシリーズ第 9集 

7/23 (水) ふみの日 

7/30 (水) キャラクター① 

8/6 (水) 世界遺産シリーズ第 16集 

8/20 (水) 秋のグリーティング 

8/27 (水) 未来に残したい文化シリーズ第 3集 

9/3 (水) 第 79回国民スポーツ大会（滋賀県） 

9/10 (水) キャラクター② 

9/18 (木) 日韓国交正常化 60周年 

9/24 (水) 国連大学創立 50周年 

10/7 (火) 国際文通週間 

10/15 (水) 花の彩りシリーズ第 5集 

10/22 (水) 切手趣味への招待シリーズ第 2集 

11/5 (水) 第 25回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025 

11/19 (水) 冬のグリーティング 

12/3 (水) 絵本の世界シリーズ第 9集 

2026 

1/7 (水) グリーティング（シンプル） 

2/4 (水) 春のグリーティング 

2/18（水） 新しいグリーティング切手（仮称） 

3/4 (水) My旅切手シリーズ第 11集 

3/11 (水) 切手趣味への招待シリーズ第 3集 

                                           

 以 上 

 


